
1 

@発行愚799-34愛媛県喜多郡長浜町役場 n0893(，2) 1111番編集・総務課

と開票作業を行う事務従事者開票開始を合図する石丸選挙長(丸中)

長
浜
町
議
会

議

員

選

挙

任
期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町
議
会

議
員
選
挙
が
九
月
二
十
二
日
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
人
四

人
を
合
む
十
六
人
の
新
し
い
議
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
前
凶
よ
り
一

A

議
席
減
の
十
六
議
席
を
め
ぐ
っ
て
、

現
職
十
四
人
、
新
人
四
人
が
立
候

補
し
、
大
変
激
し
い
選
挙
戦
を
展

開
し
た
結
果
、
現
職
十
一
一
人
、
新

人
四
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は
八

千
五
古
九
十
二
人
、
投
票
総
数
は

八
千
二
十
一
票
(
有
効
投
票
は
七

千
九
百
六
十
九
百
一
方
)
で
、
投
票
率

は
九
三
・
一
一
一
五
%
(
平
成
元
年
の

前
凶
は
九
て
・
四
一
一
%
)
で
し
た
。

(
四
・
五
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

掲
載
。
)
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議会第3囲定例会

町

道

新

設

改
良
費
協
同
か

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
五
年
度
一
般
会
計
に
八
億
四
百

一
一
一
ト
四
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額

は
、
六
十
五
億
八
千
九
百
三
十
五
万
三

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

今
同
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
一
財
産
管
理
費
と
し
て
、
田

ノ
淵
集
会
所
等
の
改
修
費
と
地
域
福
祉

基
金
の
積
立
金
等
合
わ
せ
て
八
千
八
百

三
十
二
万
二
千
円
。

一
林
業
費
]
林
道
一
新
設
改
良
費
と
し
て
、

継
続
事
業
で
実
施
し
て
い
る
大
戸
・
樫 一般質問で答弁する上田町長

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
九

月
八
日
か
ら
九
日
ま
で
の
二
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平

成
四
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
、
平
成
四
年
度
長
浜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、

谷
線
開
設
事
業
負
担
金
と
叶
松
・
足
山

線
舗
装
工
事
に
係
る
工
事
請
負
費
等
二

千
八
百
三
一
十
九
万
円
。

一
水
産
業
費
}
魚
礁
設
置
費
と
し
て
、

櫛
生
、
出
海
、

A
f
坊
海
域
に
タ
ー
ト
ル

ブ
ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
す
る
て
事
請
負
費
ほ
か
一
億
二

千
六
百
五
万
五
千
円
。

一
土
木
費
一
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
大
平
線
、
石
堂
・
豆
柳
線
改
良
工

事
に
伴
、
つ
追
加
割
当
内
示
額
と
単
独
で

実
施
し
て
い
る
町
道
改
良
等
に
要
す
る

工
事
請
負
費
ほ
か
一
億
五
十
二
万
一
千

叶
J
O一

港
湾
費
一
県
営
て
事
費
と
し
て
、
長

浜
港
及
び
環
境
整
備
事
業
に
要
す
る
負

明
金
一
億
六
千
九
百
十
六
万
六
千
円
。

一
教
育
費
一
中
学
校
費
の
学
校
管
理
費

と
し
て
、
愛
媛
県
公
害
防
止
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
雑
排
水
が
未
処
理
の

現
施
設
を
合
併
処
理
槽
に
改
良
す
る
工

事
請
負
費
ほ
か
四
千
九
百
二
十
五
万
六

千
円
。
一
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

平
成
五
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
十
五
件
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書
、
寄
付
採
納

報
告
書
、
事
務
報
告
な
ど
議
会
報
告
案

件
は
四
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案

の
通
り
可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も
す
べ

て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
梅
雨
前
線
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
町
道
な
ど
公
共
土

木
施
設
二
十
四
件
の
復
旧
工
事
請
負
費

ほ
か
八
千
七
百
七
卜
六
万
二
一
千
円
。

育

委

員

に

水

口

健

氏

長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
水
U
健
氏

(
須
沢
・
五
七
)
は
、
一
平
成
五
年
九
月

二
一
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
に
水
U
健
氏
を
再
選
任
し
、
議
会
の

同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

IT_wL長
計;主浜
岡明町
活

の.~，L J邑
放tui由

主化叫

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
情
置
法
の
施

行
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
度
か
ら
六
年

度
ま
で
の
五
ヶ
年
を
前
期
計
画
と
し
て

実
施
し
て
い
る
長
浜
町
過
疎
地
域
活
性

化
計
画
(
五
ヶ
年
)
が
変
更
さ
れ
ま
し

士三
こ
の
変
更
は
、
事
業
実
施
過
程
の
中

で
事
業
の
追
加
、
中
止
等
、
大
幅
な
事

業
量
の
増
減
な
ど
で
、
計
画
全
体
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
い
も
の
は
変
更
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
変
更
を
し
た

も
の
で
す
。

適
切
な
事
業
の

遂
行
に
努
め
る

質
問
・
・
・
公
共
事
業
に
対
す
る
町
長
の

考
え
方
に
つ
い
て
(
一
一
宮
英
三
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
公
共
事
業
に
つ
い

て
可
能
な
限
り
地
元
業
者
に
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
お
い
て
も
、

技
術
的
適
正
並
び
に
実
績
、
地
理
的
条

件
等
を
満
た
し
て
い
る
業
者
を
指
名
し
、

適
切
な
事
業
の
遂
行
に
努
め
る
考
え
で

あ
る
。公

平
か
つ
適
正
に

業
者
の
選
定
を

質
問
・
・
・
ふ
れ
あ
い
会
館
建
設
業
者
の

選
定
に
つ
い
て
(
二
背
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
長
浜
町
の
公
共
事

業
の
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町

財
務
規
則
に
規
定
し
て
い
る
、
指
名
競

争
入
札
に
参
加
で
き
る
資
格
を
有
す
る

者
の
中
か
ら
施
工
能
力
及
び
実
績
等
を

勘
案
し
、
公
平
か
つ
適
正
に
選
定
し
て

い
る
。長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
の
建
設
業
者

の
選
定
に
つ
い
て
も
、
従
来
ど
お
り
、

施
工
能
力
及
び
実
績
等
を
ふ
ま
え
、
町

と
の
契
約
履
行
が
誠
実
か
つ
確
実
に
で

き
る
業
者
の
選
定
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

整備に向け準備が進められるふれあい会館建設地

能
力
及
び
実
績
を
ふ
ま
え

業
者
選
定
に
努
め
る

質
問
:
ふ
れ
あ
い
会
館
建
設
は
、
大

手
(
ゼ
ネ
コ
ン
)
と
の
風
評
が
あ
る
が
、

今
な
ぜ
ゼ
、
ネ
コ
ン
な
の
か
。
地
元
に
も

立
派
な
業
者
は
居
る
が
。
(
堤
正
和
議

員
)答
弁
(
町
長

)
i
ふ
れ
あ
い
会
館
に
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つ
い
て
、
こ
の
施
設
は
、
長
浜
町
の
将

来
に
わ
た
る
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る

施
設
な
の
で
、
施
工
能
力
及
び
実
績
生
?

を
考
え
、
出
来
る
限
り
地
元
業
者
と
い

う
方
向
で
努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る

の
で
、
ご
理
解
頂
き
た
い
。

免
許
取
簿
業
者
等
を

勘
案
し
な
が
ら
選
定

一一一一一般質問

質
問
・
・
・
沖
浦
の
一
川
中
学
校
の
取
壊
し

は
一
般
競
争
入
札
に
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
破
砕
機
を
購
入
し
埋
立
草
と

し
て
処
理
し
て
は
ど
う
か
。
(
堤
正
和

議
員
)
答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
建
物
は
、
建

設
後
約
四
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、
外

壁
等
の
劣
化
が
激
し
く
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
財
政
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、

今
後
の
土
地
利
用
計
画
と
合
わ
せ
出
来

る
限
り
早
い
機
会
に
解
体
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

-
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
解
体

後
の
産
業
廃
棄
物
と
し
て
の
処
理
等
も

あ
る
の
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
免

許
取
得
業
者
等
を
勘
案
し
な
が
ら
選
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
破
砕
機
を
購
入
し
て
埋
烹
草

と
し
て
処
理
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
理
立
草
は
基
準
が
あ
り
、

入
札
の
段
階
で
条
件
を
つ
け
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

変
更
に
つ
い
て
は

選
管
へ
報
告
す
る

質
問
:
投
票
円
変
更
(
日
曜
日
)
に

つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
投
票
日
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
私
が
符
弁
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
質
問
の
要
円
に
つ
い
て
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
報
告
す
る
の
で
ご

理
解
頂
き
た
い
。

各
地
域
で

積

撞

主

演

奏

を

質
問
・
・
・
嵐
太
鼓
創
設
に
伴
、
つ
今
後
の

行
政
指
導
に
つ
い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
今
後
は
、
地
域
に

根
を
お
ろ
し
て
い
る
伝
統
的
な
郷
土
芸

能
と
と
も
に
郷
土
文
化
と
し
て
保
存
、

育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
嵐
太
鼓
保
存
会
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
の
状
況
等
を
調
査
し
な
が
ら
資

料
を
作
成
中
で
あ
り
、
既
設
保
存
会
等

と
の
調
整
一
を
図
り
な
が
ら
、
一
日
も
早

い
保
存
会
の
結
成
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。今
後
、
住
民
等
の
要
請
に
よ
る
演
奏

活
動
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
主

た
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
努
め
て
参
加
し
、

さ
ら
に
地
域
で
の
太
鼓
演
奏
を
積
極
的

に
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

、
も
闘
し
Vく

り

に

質
問
E

人
づ
く
り
・
皇
ε

つ
く
り
対
策

に
つ
い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
里
づ
く
り
に
つ
い

て
、
特
に
、
地
域
の
「
里
」
づ
く
り
の

拠
点
で
あ
る
公
民
館
の
施
設
整
備
を
は

じ
め
、
今
年
度
は
新
し
く
総
合
学
習
施

設
と
し
て
の
町
民
ふ
れ
あ
い
会
館
の
建

設
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、
楽
し

く
、
住
み
よ
い
問
、
づ
く
り
を

H
指
し
て
、

地
域
、
凶
体
、
グ
ル
ー
プ
が
行
、
つ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
整
備
、
伝
統
行
事
、
郷
土

芸
能
、
花
づ
く
り
等
の
事
業
に
対
し
、

長
浜
町
「
里
ε

つ
く
り
」
事
業
費
補
助
金

安

心

で

き

る

海

水

場

に

質
問
:
沖
浦
海
水
浴
場
の
再
開
に
つ

い
て
(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
平
成
六
年
度
の
サ

メ
防
御
ネ
ッ
ト
の
予
算
化
に
つ
い
て
、

長
浜
海
水
浴
場
は
、
本
町
の
夏
季
観
光

の
メ
イ
ン
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
サ
メ

出
現
の
動
向
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、

海
水
浴
場
を
管
理
す
る
観
光
協
会
と
な

お
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
御

ネ
ッ
ト
設
置
を
は
じ
め
、
安
心
し
て
水

を
創
設
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
一
一
人
二
一
脚
の
里
手
つ
く
り
を
進
め
て
い

る。
ま
た
、
人
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
長

浜
町
の
二
十
一
世
紀
の
地
域
手
つ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
人
材
の
確
保
と
養
成

が
必
要
で
あ
り
、
「
よ
り
よ
い
町
に
し

よ
う
」
と
い
う
薪
者
の
熱
意
を
大
切
に

育
て
、
青
年
団
を
は
じ
め
各
種
団
体
等

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
的
な
視
野
と
感
覚
を

持
ち
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
年

度
も
青
年
海
外
派
遣
研
修
事
業
を
、
目

的
、
日
程
等
十
分
考
慮
し
、
実
施
し
て

い
く
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

一
点
が
で
き
る
海
水
浴
場
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

充

実

を

サメ騒動により心配される長浜海水浴場

質
問
:
・
体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

(
同
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長

)
i全
町
民
が
健
康
と

体
力
づ
く
り
の
機
会
を
多
く
し
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
体
育
施
設
の
整
備
、
拡
充
が

一
体
的
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
私
も
同
感
で
あ
り
、
現
在
、
計
画

的
に
各
校
区
ご
と
に
屋
内
運
動
場
の
建

設
を
進
め
て
い
る
。
総
合
的
な
施
設
と

し
て
の
運
動
公
園
及
び
自
然
的
地
勢
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
次
開
発
事

業
に
よ
り
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
問
、
今
あ
る
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
屋

内
運
動
場
を
十
分
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
と
合
わ
せ
て
、
指
導
者
の
養
成
等
を

図
り
な
が
ら
「
一
人
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
」

を
合
一
青
葉
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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新町議の横顔一一一一

新の
町
一一議

横
常
国
穴
立
芸
-

投
票
率
鉛

① 
生
年
月
日

rコ

橿

②
住
所

③
職
業

④ 
ρι， 
JL 
j辰

桜

田

和

夫

①

S
6
・
1
・
打
②
柴
③
会
社
役
員
④

や
無
所
属
⑤
町
議
七
回
当
選
、
議
長
三
向
、

郡
議
長
会
長
、
県
議
長
会
副
会
長
、
地

域
開
発
特
別
委
員
長
、
肱
川
漁
協
組
合

長
一

一

一

ム

①
S
-
7
・
7
-
H
②
沖
浦
③
同
体
役

員
④
無
所
属
⑤
町
議
五
回
当
選
、
議
長

一
回
、
産
業
建
設
委
員
長
、
総
務
委
員

長
、
監
査
委
員
、
町
漁
協
組
合
長

τずみ
Eこ1や

英写

長
浜
町
議
選
開
票

35 
% 

当
六
九

O
票

当
六
八
一
票

当
五
五
七
票

当
四
八
九
票

当
四
八
八
票

当
四
七
六
票

当
四
六
四
票

当
四
六
一
一
一
票

当
四
五
九
票

当
四
一
一
八
票

当
三
九
二
票

当
三
八
四
票

勾
ご
一
七
二
票

⑤
経
歴

桜

田

和

夫

二
宮
英
一
一

や
ざ
ま
一
義

菊

地

儀

明

東

吉

成

中

野

茂

明

宮

本

増

憲

田
中
堅
太
郎

日

高

照

友

垣

見

芳

彦

岡

孝

志

池

田

政

治

渡

辺

久

義

産
業
建
設
委
員
長

;無無無無無無無無無無無無無
現現現新現現新現新現新現現

当
三
六
五
票

旧東
中

担壬生正

王見王見

一正口

U
1

J
1
吾ペ
l

無
現

当
三
五
二
票

定
幸

当
三
四
四
票

西
宮一J~目

是
」
J

あ
ん
分
面
一
討
の
小
数
点
以
下
切
り
捨
て

lE 
幸

E至宝
フ7て

義
徳

無
現

二
回

O
票

II~ 
手口

無
現

第8投票!'

l 沖浦コ 1セ/
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一一一新町議の横顔

米
①
S
・
6
・口口・

3
②
長
浜
③
商
業
④

無
所
属
⑤
町
議
一
一
回
当
選
、
町
民
生
児

童
委
目
、
町
消
防
団
長
浜
分
出
長
、
町

商
L
会
長
、
町
間
光
協
会
長

三王二2よ
仁ゴし

成?

野の

茂九

な

か

あ

さ

中

明

r
s
・
8
・
2
・
同
一
一
百
長
浜
③
会
社
役

員
叫
無
所
属
⑤
町
議
山
同
九
選
、
産
業

建
設
副
委
員
長
、
山

μ収
ダ
ム
調
査
対

策
特
別
副
委
員
長
、
総
務
委
員
長
一
-
回
、

産
業
建
設
委
員
長
、
大
洲
交
通
安
全
協

会
副
会
長

土曽手

吉

本

態

①

S
-
山日・

8
・
7
②
戒
川
③
農
業
④

無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、
戒
川
小

P

T
A
会
長

田

中

堅

太

郎

一心
S
・
お
・
ロ

'
n一
引
櫛
生
③
農
業
④

無
所
属
⑤
町
議
二
今
日
当
選
、
総
務
副
委

員
長
、
産
業
建
設
副
委
員
長
、
文
教
厚

生
委
員
長
、
土
地
改
良
区
理
事
、
向
消

防
同
櫛
生
分
凶
長

円

丙

照

友

①
S
・
日
・

6
・
日
⑦
一
長
浜
③
商
業
⑤

無
所
属
⑤
町
議
四
回
当
選
、
文
教
厚
生

副
委
員
長
、
文
教
厚
住
委
員
長
、
総
務

委
員
長
、
監
査
委
員
、
町
料
飲
剖
介
長
、

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
長
、
町
商
じ
会

長

見

彦

・
白
・

9
・
げ
②
山
洋
品
川
一
良
薬
④

知
所
属
一
応
一
町
議
一
回
当
選
、
町
農
業
委

口
一
、
同
消
防
団
出
海
分
判
長

士"1'[去、

イ力

山l設④①
消副無 S h'i;]:;: 
防委所
|司員属 18
長長①・孝与
1兵 、 出丁 6 
分間j 議・志し
団づ:20 
長く l凶くわ
り当沖
委選浦
員、③

会産会
長業社
、庄一員

池

田

治

一叫
T
-
U
・
7
・
2
②
し
し
老
松
泊
農
業

一
四
無
所
岡
、
匂
町
議
二
回
斗
選
、
総
務
副

委
口
ド
氏
、
監
査
委
員
、
長
山
1

円
山
ポ
良
協

代
表
監
事
、
町
漁
協
理
事

政5

も

理教役①
事!享員 S iJit! 
~④ 
冨リ 1w，10 ;I互支
委 fiJf
員属 4
1ミ⑤
、町 6 ミミi三:
県議②
トごム下
ラ回須
ツ J3戒
ク選管J
協、会

会文社

λR ひ
ノ、き

束子
-
お
・

1
・

J

田
④
農
業
④

飢
所
属
⑤
町
議
二
川
中
寸
選
、
山
鳥
坂
ダ

ム
制
査
対
策
特
別
副
委
貝
長
、
長
浜
青

果
農
協
理
事

利t

王甲田無①
事、所 T !llた
文属
教⑤ 15 中主
厚町
主主言義 5 
委四
員同 6
長当②
、i墾白
士、滝

地冨Ij③
改議農
良長業
I豆④

定昇

，，<三小
~、

西

宮

幸

一引
T
-
ロ
・

6
・
M
一
叫
長
一
山
④
呉
服
商

島
知
所
属
⑤
町
議
六
問
中
イ
選
、
副
議
長

一
回
、
文
教
厚
ヰ
委
員
長
一
一
回
、
総
務

委
員
長
二
回
、
監
査
委
員
、
町
商
工
会

理
事

正三



長浜町の財政|
6-

財政状況の公表
長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例

により平成4年度の財政状況を公表します

平成5年 9月長浜町長上田邦彦
必』
望書E 計

出

6，666，279 
千円

(100.0%) 

人件費
1，13U，7A1千円
( J%) 

民生費

960，076千円
(14.4%) 

水道事業会計

総務費

1，498，171千円
(22.5%) 

区分 科 日 金額(千円)

営業収益 186，010 

収
営業外収益 51. 687 

益 計 237，697 

的 営業費用 126，687 

ヰ又 営業外費用 106，202 
支 言十 232，889 

純利益 4，808 

収支業
資本的収入 。
資本的支出 47，317 

差引 ム 47，317普通建設事業費
2，478，963手将
(37.2%} 

区分 科 目 金額(千円)

営業収益 27，015 

収
営業外収益 9.222 

益 計 36，237 

的 営業費用 17，735 

4A 営業外費用 18，502 
支

言十 36，237 

純利益 。
基 資本的収入 。
本
的 資本的支出 9，057 
4A 
差 ヲ| ム 9，057支

資本的収入額が資本的支出額に不
足する額47，317千円は、当年度分消
費税資本的収支調整額673千円、過年
度分損益勘定留保資金39，658千円及
び当年度分損益勘定留保資金6，986千
円で補てんした。

工業用水道事業会計
農林水産業費

965，792千円
(14.5%) 

不
益
分
ん

に
損
度
て

額
分
年
補

出
度
当
で

支
年
び
円

的
過
及
千

本
、
円
引

資
は
干
引

が
刊
間
全

額
千
5
，資

入
間
金
保

収
9
費
留

的
額
保
定

本
る
向
田
勘
ロ

資
す
定
益
た

足
勘
損
し

公 債 (5.5.31現在)費

会計区分 件数 現在高(千円) l世帯当(千り円額) 
l人当り額
千円)

般 メZ三〉〈、 百十 167 6.607.734 1.774 602 

水道事業会計 22 1，630】383 438 148 

て業用水道事業会計 10 146，038 39 13 

簡易水道事業特別会計 19 414.248 111 38 

住貸付宅事新業築特資別金会等計 24 147，953 40 14 

言十 242 8，946，356 2.402 815 

|輔副金計|

国民健康保険

円
円
円
円

千
千
千
干

に

υ
n
L
R
U
A斗
A

ワ
i
n
D
Q
L
に

υ

n
u
Q
υ
n
L
ヴ

i

Q
U

ワ

ー

に

υ

n
，b

ハ
h
u
n口
ウ
i
t
-
-

凡
刈

υ

ハu
d

ハX
U
4
1
i

額

額

額

引

手
済
済

i
入

出

予

収

支

差場
国民健康保険直営診療所

鵠予算額…..Jil? a収入済額 10，193千円
;酔'--"Jt支出済額 10，193千円
(J!瞳エ差 引 0千円

港湾施設事業

額

額

額

引

手
済
済

i
入

出

予

収

支

差

17，241千円
16，967千円
16，967千円
O千円

住宅新築資金等貸付事業

lぬ 予算額 25，750千円
dど込監'1 収入済額 25，690千円
l司事トι「 支出済額 25，690千円
l 岡町石ア差 引 O千円

簡易水道事業

ピケ1 予算額 54，139千円
I U 収入済額 53，927千円
I ~ 111 支出済額 53，927千円
除竺}差 引 O千円

老人保健

部部予算額 1，064，517千円
パ4許宍ヰ 収入済額 1，079，949千円
区ヨ:J¥ 支出済額 1，064，364千円
怠ぷこgr 差 引 15，585千円

円
円
円
円

千
千
千
千

ηペ
u
nハu
nハu
n
H
u

nJQ
「
吋

u

r円
U

白
d
o
d
q
d

r「
U
A
A
T
S
A
1

L

ハHU
ハ川
u
n
u
u

ヨ
3
リ

ワ

ム

ワ

μ
η
L

rγ

乍'BZ
額

額

額

引

E
z
r
済
済

'也

i
入

出

1

予

収

支

差
一島
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|平成 4年度

7，037，331千円

工二3 工'3 ~三ヨ 〔 一 円

87，268千円 77.2問手円 54 ， 210千円 42 ，082千円 22 ， 116千円 5 ， ~3g千円
(竺り己目也堕) 色り。) (0必) (巳%)
諸収入 財産収入 自動車取得 分担金

税交付金 負担金

同 戸戸五コ民
間!空?型空?坦空71:!??空円型空円

用
色空)

繰越金

地方交付税 町債 町税

町税収入

繰入金 使用料
手数料

国庫支出金

654，255千円

軽自動車税

13，713千円

(2.1%) 

町民税

331，594千円

(50.7%) 

議会費

81，697千円
(1.2%) 

労働費 1 
2，490千円 l
(0.0%) 

般

利子割 その他
交付金

商工費

137，196千円
(2.1%) 

消防費

146，934千円
(2.2%) 

地方譲与税
教育費

380，895千円
(5.7%) ¥

」
ノ
、
円
一
ノ

二

司

千

ω
一

-
F

一=
F

h

d

n
ち

〆

-

こ
二
一
5
3
一

二

三

2
9

一

『

』

ミ

凋

斗

r
l
、
-

r「
1
2
2
F
R
u
-

-

A

，w
'
c

口一、
衛生費

529，479干円
(8.0%) 

歳

公債費

807，619千円
(12.1 %) 

土木費

893，826千円
(13.4%) 

町有財産 (5.5.31現在)

1世務当りに使
われた町の金

1，790千円

1世帯当りが
負担した町税

176千円

種 日U 金額千円 (5.3.31現在
一般財政調整基金 333，499 種別 面積 md
国民健康保険財政調整基金 126.333 
土地 開 発基 ノi'乙 140，266 宅地 249.390 
減 f責 基 五̂-三 555，263 建物 71，566 
その他特定目的基金 772.552 公潤 9，234 

国民年金印資紙購入基金 17.000 山林 19.418 
出金 15.384 雑種他 3.770 

計 1，960，297 その他 6，866 
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向
山
月
は
仕
事
と
育
児
を
考
え
る
月
間
で
す

今
、
仕
事
も
育
児
も
充
実

女
性
の
職
場
進
出
が
進
む
な
か
、
労

働
者
が
能
力
と
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、

仕
事
も
家
庭
も
充
実
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
、
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
制
度
は
、
労
働
者
が
育
児

の
た
め
に
雇
用
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
育
児
休
業
法
に
よ
り
、
一
歳
未
満
の

子
を
養
育
す
る
男
女
労
働
者
は
、
そ
の

お知らせ

生主:
国活:?
民:の:J二
:年:た 32
金:め:匁:
:制:::;!乏

… 度..イツ

十
月
及
び
十
一
月
は
、
「
国
民
年
金

制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
県
・
社
会
保
険
事
務
所
・

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
住
民
の
背

さ
ん
に
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解

を
一
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
下

各
地
で
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
や
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得

保
障
だ
け
で
な
く
、
国
民
生
活
の
多
方

面
に
密
着
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
間
中
、
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
街
角

申
し
出
に
よ
り
，
育
児
休
業
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
業
主
は
育
児
休
業
を
理
由
に

解
雇
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
数
二
干
人
以
下
の
事
業
所
は
、

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
法
の

適
用
を
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
期
の
導
入
が
望
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
育
児
休
業
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
実
(
宮

O

八
九
九

l
一一四

1
六
七
七
こ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

で
「
国
民
年
金
」
の
文
字
を
見
か
け
た

ら
、
ご
家
族
で
、
友
達
同
士
で
同
民
年

金
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
た
は
、

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
福
祉

手
当
を
支
給

児
童
の
年
齢
が
十
八
歳
に
達
し
た
こ

と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
子
中
寸
を
受
け
る

資
格
が
な
く
な
っ
た
母
等
に
対
し
て
、

月
額
一
万
五
千
円
の
母
子
家
庭
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
児
童
が
高
等
学
校
等
に
復

学
し
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
、
お
問
い
合
わ

せ
は
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

し

お
役
に
立
っ
て
ま
す

郵

貯

金

便

{更

重日

郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便

貯
金
月
間
」
と
定
め
、
郵
便
貯
金
が
手

軽
で
確
実
な
貯
蓄
手
段
と
し
て
、
皆
さ

ん
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
安
定
の
た
め
に
、

ま
た
、
郵
便
貯
金
と
し
て
集
め
ら
れ
た

資
金
が
身
近
で
お
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
広
く
同
民
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

P
R
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
「
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア
貯
金
箱
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
発
表
を
行
う
ほ
か
、

全
国
各
地
の
郵
便
局
な
ど
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
絵
画
書
道
な
ど
の
各
種
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
令
一
は
、
創
業
以
来
身
近
な
貯

蓄
手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
健

全
な
資
金
形
成
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た 局

大
切
な
お
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の

主
要
な
原
資
と
し
て
、
国
、
地
方
公
共

凶
体
、
公
庫
、
公
団
な
ど
各
方
而
に
融

資
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
係
深

い
住
宅
や
学
校
の
建
設
、
道
路
、
水
道
、

公
固
な
ど
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に
活

用
さ
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
「
豊
か
な

社
会
づ
く
り
」
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
郵
便
貯
金
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

』
自
制
出
世
相
国
K
由
同
開
明
柑
時
唱

一
一
ふ
る
さ
と
長
浜
フ
ォ
ト
コ
ン

四

秋

の

部

募

集

中

d
#
v
y
v
q申
告
記
号
HApd申
告
記
凸
b
b
全
日

九
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
に
か

け
て
、
「
ふ
る
さ
と
長
浜
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
〈
秋
の
部
〉
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
貴
方
も
素
敵
な
長
浜
の

〈
秋
〉
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
!

な
お
、
詳
し
く
は
、
長
浜
町
商
工
会

で画ヰ r一一一一一圏一一園田園田一一一
お調主 i o(  なその i 
同筆三; )O警」ば秘極 l
r時 1 ま二察とに密左 1
日::::0 : で-~本おい部(:
わ盟二目 ご O 部もま隊;爆:
?圭二 j 連 1 フっす員弾;
¥一 : 絡二リた。は
さ lニ: く一 l ら「、放 l
ご v i だ i ダ おあ火;
o てな 1 さ九イ かな犯;一件: v) ーヤ した人;

l人目 。
)注目 ールいの):
切・

ま {i'そ L.=_____..~_咽一一圃一一白一圃---ーーー」

皆さんの善意を

被災地

日赤長浜分以、長浜町共同募 i

全会では、北海道南西?Ij'地震に

よる被災者の方々を援助するた

め、 7月29Uから 8月12日まで

役場窓口と各連絡所に義援金箱

を設置する一方、町内の主な企

業等に募金をお願いしましたと

(ころ372，940円の義援金が寄せ
らオ工ました。

義援金は、日赤愛媛県支部と

愛媛県共同募金会を通じて被災(

地へ送金いたしました。 I

"" 
北海道南西沖

地震災害義援金



9 

成人の健康管理

戚人の鎗康 事基
健康は健壊づくりに関する意識調査から
健康づくりの眼目は、健康増進であり、疾病対策ではありません。

今日における健康づくりの最大の標的は、成人病の予防です。成人

病は、個人個人の生活の様式、生活習慣が疾病の原困となりますか

ら、生涯にわたる健康づくりの取り組みが必要で、す。

国では、これまで国民が健康についてどのように考え、何を実行

しているのか、その実態を把握して、今後の健康づくりの施策や活

動の指針とするために、 3回(S 5 6年、 S6 0年、 II2年)の主主;

識調査を実施しました。

平成 2年の調査(全国の成人 1， 000人を対象に実施し、上

019人の意見をまとめたもの)では、健康に何らかの不安を抱い

ている人が 79%もいます。不安の内容を見てみると、「体力が衰え

てきたJIがんにかかるのが怖しリ「ストレスがたまる」の順になっています。

また、普段健康に気をつけていると答えた人は 66%で、具体的に健康のために気をつけているこ

とやしていることは、「過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう心がけている」と答えた人が最も多

く、以下「食事、栄養に気を配っているJI定期的に健康診断を受けているJの順になっています。

次に運動について見てみると、全体の 80%が運動不足J惑を持っていますが、実際に現在運動して

いる人は 27%となっています。

愛媛県では、 10月 10 日~ 1 1月 10の聞を「セルフケア強調月間」と定めて、県民」人ひとり

が自らの健康づくりを進めることを呼ぴ、かけています。「食欲の秋JI運動の秋」を迎えて健康づくり

にー層努力しましょう。

米カリフォルニア大学ロサンゼルス;伎のレスター・プレスロー教授は、多様な日常生活宵慣を詳細

プレス百ーの 7つの健康習慣
に検討する中から、健康の維持・増進に好ましい 7つの日常生活習慣を見い出しました。それは、①

喫煙をしない、②過度の飲酒をしない、③定期的にかなり激しい運動をする、④適正体重を保つ、⑤

7 ~- 8時間の睡眠をとる、⑥毎日朝食をとる、⑦不必要な間食はしないということです。

これら 7 つの健康習慣をより多ぇ行っている、いわばライフスタイルのよい集~UJ と悪し論集[.)jを 9 年

間追跡した結果、死亡不に数倍の差があることや、末午CIf.者ほど健康習慣の死亡率への関与が強しミこと

が実証されました。

皆さん、これら 7つの習慣をひとつでも多く日常生活習慣に取り入れ、健康で明るい毎日をおくり

ましょう。
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橋
を

し
たづ
く
り

動
く
橋
サ
ミ
ッ
ト
懇
談
会

。ホEV
 
.，J
 

九
月
一
二
十
円
、
役
場
三
階
会
議
室
で

寸
動
く
桶
サ
ミ
ッ
ト
製
談
会
」
が
行
わ

れ
刊
町
内
各
種
川
体
な
ど
か
ら
約
二
十

人
が
出
席
し
た
υ

こ
れ
は
、
可
動
す
る
道
路
橋
と
し
て

は
川
本
で
最
も
古
い
「
長
浜
大
橋
」
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
和
初
一
一
月
に
推

進
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
山
吉
川

者
は
、
長
浜
大
協
が
も
っ
近
代
化
遺
産

静

仁
ホ
ッ
ト
な
戦
一
け

夏
季
囲
碁
大
会

八
日
十
四
日
、
町
体
育
館
で
第
五
十

人
同
夏
苧
囲
碁
大
会
が
行
わ
れ
、
札
制
一
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
ー

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

L1

一
囲
碁
A
級
一
長

μ町
長
表
彰
・
松
本

正
志
(
下
須
戒
)
、
中
央
公
民
指
長
表参る

ふ
j続事LE

L
V
 
戦ιな

i
「川ノホ

の
保
存
と
活
用
手
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
同
択
を
行
っ
た
。

i
川一

ew
 

リ
再
-
一
民
村
市
太
郎

久
次
(
柴
)

一
同
碁
B
r汲
一
長
浜
町
長
表
彰
矢
野

利
夫
(
大
洲
市
)
、
中
央
公
民
的
長
表
彰
・

美
野
石
古
(
V
K
)
似
て
黒
田
教
示
(
沖
浦
)

)
、
清
水
芸

研
修
を
じ
て

青
年
団
が
ぶ
ど
う
狩
り

九
月
五
円
、
内
子
町
で
町
連
合
青
午

川
ド
ド
よ
る
ぶ
ど
う
狩
り
が
行
わ
れ
、
多

数
の
町
内
青
年
凶
日
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、

ι験
を
通
じ
て
農
業
の
耐

の
一
志
向

る
い

横極的に意見交換を行う参加者

ー
実
施
委
員
会
が

こ
の
ほ
と
、
長
浜
町
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
が
、
社
主
を
明

る
く
す
る
通
動
の
告
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
「
愛
の
一
声
、
明
る
い
地
域
」

と
い
う
標
語
を
掲
げ
た
の
ぼ
り
放
を
町

内
各
所
に
玄
て
て
啓
発
し
た
。

惨
を
行
い
、
町
内
肯
年
の
交
流
を
深
め

る
は
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
で

は
、
ぶ
ど
う
の
た
く
さ
ん
実
っ
た
圏
内

で
来
し
い
が
と
と
き
を
逝
宇
」
し
た
。

i'Jit 

こ
れ
は
、
町
、
社
会
福
相
協
議
会
、

企
業
、
有
志
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
の

ぼ
り
旗
百
五
本
を
作
成
し
件
発
し
た
も

の
で
、
参
加
者
は
、
町
内
の
善
意
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
長
浜
町
が
明
る
く

な
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
た
。

II~ 
大-

7再

町が明るくと呼びかける参加者

花
あ
ま
た
付
き
た
る
栗
は
窓
お
は
ひ
ミ

シ
ン
仁
場
に
匂
ひ
満
み
満
つ

大

津

邦

子

ベ
ル
ち
ゃ
ん
と
呼
ぱ
る
る
猫
の
青
き
眼

が
吾
れ
を
慢
し
み
す
る
ど
く
た
る

菊
地
ス
ミ
ヱ

雨
降
り
て
う
る
ほ
ひ
多
き
こ
の
畑
に
人

募
を
蒔
き
ワ
ラ
を
掩
ひ
ぬ
久
保
シ
ゲ
子

故
老
に
い
つ
い
つ
ま
で
も
元
気
で
と
孫

は
似
顔
絵
は
が
き
に
托
す
仲

田

和

重

念
願
の
お
大
師
ま
い
り
犬
と
き
で
た
だ

あ
り
が
た
く
心
経
と
な
、
つ
づ
心

東

利

子

老
人
の
奉
仕
作
業
に
コ
ス
モ
ス
を
道
辺

に
植
、
え
行
く
甫
六
百
本藤
岡
喜
代
L
K

刀
に
一
度
の
外
泊
終
へ
て
病
院
へ
帰
り

ゆ
く
孫
に
五
日
が
心
五
た
し
万
代
ナ
ガ
ヨ

草
刈
り
に
成
れ
投
げ
出
す
わ
が
膝
に
青

長業を体験する参加者

葉
の
葉
影
揺
れ
て
止
ま
ず
も

村
上
テ
ル
子

刻
々
と
水
嵩
増
し
ぬ
大
和
川
石
段
数
へ

不
安
覚
ゆ
る

山

口

道

男

肱
川
の
河

υに
浮
か
ぶ
ぷ
鳥
が
水
面
に

は
ね
る
魚
を
つ
い
は
む渡
辺

ス
マ
下

旬

日
大
和
小
学
技
H

秋
風
に
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
歌
っ
て
る

五

年

中

川

靖

司

赤
と
ん
ぼ
気
持
ち
よ
さ
そ
、
っ
空
の
中

五

年

岡

田

隼

人

夏
の
夜
に
飛
ん
で
く
る
く
る
カ
フ
ト
虫

五

年

菊

地

香

奈

草
の
中
す
ず
虫
リ
ン
リ
ン
大
合
唱

五

年

鎌

田

貴

吠

た

秋
風
に
ふ
か
れ
て
お
ち
た
治
ち
葉
達

五

年

賓

生

な

つ

み

夏
の
以
内
流
れ
日
生
へ
と
願
い
か
け

六

年

久

井

宏

通

秋
空
に
夕
日
が
て
ら
し
た
赤
と
ん
ぼ

六

年

日

野

敬

也

赤
と
ん
ぼ
秋
が
来
た
よ
と
白
ま
ん
す
る

六

年

亀

岡

良

美

秋
風
が
つ
れ
て
く
る
の
か
川
あ
ら
し

六

年

石

河

牧

子

コ
ス
モ
ス
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
ダ
ン
ス
す

六

年

円

野

こ

ず

え

る
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子
さ
ん
一
一
六
A

)

は
、
長
年
に
わ
た
り

水
壮
観
測
に
精
励
し
、
治
水
事
業
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
六

等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
伊
)

鎌
田
博
郷
さ

勲
六
等
単
光
旭
日
章
受
章

五
月
+
一
十
一
日
、
東
京
都
で
春
の
褒

章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
浜
の
鎌
田
博

郷
さ
ん
一
一
六
一
一
一
)
は
、
長
年
に
わ
た
り

消
防
凶
活
動
の
推
進
と
消
防
業
務
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
ム
ハ
等
単
光

旭
日
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
仲
子
さ
ん

勲
六
等
瑞
宝
章
受
章

一一一一表彰@一歳ですなど

五
月
二
十
一
円
、
東
京
都
で
奈
の
褒

章
伝
道
式
が
行
わ
れ
、
白
滝
の
菊
池
伸

八
月
二
十
一
一
一
日
、
町
体
育
館
大
ホ

1

九
月
七
日
、
松
山
市
で
第
四
l
-
凶
ル
ど
平
成
五
年
度
存
多
郡
公
民
館
研
究

愛
媛
県
傷
撰
事
人
会
連
合
会
大
会
が
聞
大
与
r

が
れ
わ
れ
、
戒
川
の
城
本
音
松
さ

催
さ
れ
、
長
浜
の
東
寛
光
さ
ん
(
七
八
)
ん
(
」
ハ
川
J

と
出
海
の
畑
中
和
夫
さ
ん

は
、
多
年
に
わ
な
る
戦
出
病
者
の
援
護
一
(
4
六
)
は
、
公
民
館
の
運
営
及
ぴ
事

と
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
業
を
積
極
的
に
托
進
し
た
功
績
に
よ
り
、

よ
り
、
伊
川
口
山
一
当
伝
授
阿
川
知
事
か
ら
表
公
民
館
優
良
職
同
一
と
し
て
、
美
野
石
土
口

彰
『
C

れ

ま

し

た

一

〉

喜

多

郡

公

日

民

館

一

連

絡

協

議

会

々

長

よ

り

へ

泣

了

知

回

目
泊
三
働
寛
大
な
心
今
一
日
判
ち
、
強
く
た
く
ま
し
く
よ
円
っ
て
ほ
し
い
一

X

1

9

1

h
ト
と
思
っ
て
い
ま
寸
。

『
一
戸
一
一
ー
(

ヂん一一一一一一挙それに撃、一二聾れ

一
一
一
日
一
三
伊
一

7
V
J
h
u
J
Vて
い
比
一

一
、
均
約
与
類
一
一
~
ょ
J
J

〆一一州出一

一
ヨ
什
一
古
一
バ
綾
子
時
九
一
ピ
!
?

;
v
i
-
-
F
m
m司、

L
一E
M
u
p
l

議
脳
部
総
戸
線
綴
鰹
醗
慾
穣
議
芯
没

内
乱
大
騒
騒
警
一
ゲ
ー
も
山
一

一
一
歳
一
智
議
議
府
与J

野
藤
麟
!
?

白
川
一
"
現
量
一
一
月
二
己
;
:
一

'父
l
l

保
典
さ
ん
・
母
リ
早
苗
さ
ん
)

由
見
光
さ

畑城
中本
和 F子
夫松
さ

傷
痕
軍
人
会
の

郡
公
民
館
研
究
大
会
で
表
彰

功
労
で
表
彰

単光旭日章を受章した鎌田さん瑞宝章を受章した菊地さん

ん

表彰された東さん

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
繰
り
広
げ
る

二
十
九
田
町
民
体
育
祭

八
月
三
十
一
日
、
中
央
公
民
館
主
催

の
第
一
卜
九
凶
町
民
体
育
祭
が
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
で
、
四
種
日
八
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公

場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
り

{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
〈
男
子
2
部
〉
①

尚
生
②
白
滝
③
豊
茂
〈
婦
人
〉
①
櫛
生

②
長
浜
川
山
尚

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
〈
1
部
〉
①
沖
浦

②
白
荷
③
豊
茂
、
長
浜
〈
2
部
〉
①
戒

川
②
沖
浦
③
豊
茂
、
長
浜

{
ク
ロ
ッ
ケ
1
}

〈
一
般
〉
①
長
浜
②

櫛
生

A
③
出
海
A

〈
老
年
1
部
〉
①

副
生
A
②
戒
川
③
今
対
〈
老
年
2
都〉

芯
大
和
A
②
長
浜
A
③
豊
茂
A

一ゲ
l
ト
ボ
l
ル
一
①
白
滝
A
②
白
滝

日
③
今
坊
A

櫛
生
チ
ー
ム

郡
大
会
で
雷
勝

愛
媛
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

九
月
五
円
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
い
干
の
た
同
一
切
で
、
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
E

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
'
m
m
喜
多
郡
大
会

が
郡
内
五
十
七
チ
l
ム
五
百
二
十
一
一
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
五
極
凶
九
ク
ラ

ス
中
五
ク
ラ
ス
制
覇
す
る
な
ど
町
内
チ
ー

ム
内
川
躍
が
目
烹
ち
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
〈
男
子
〉
①
櫛
生

比
一
白
滝
〈
婦
人
1
部
〉
①
出
海
〈
婦
人

2
部
〉
②
長
浜

一
ソ
フ
ト
亦
]
ル
一
⑦
戒
川
②
沖
浦

一
卓
球
一
〈
男
子
〉
一
川
一
長
浜
A
②
長
浜

B

〈
女
子
〉
②
長
浜

一
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
}
£
長
浜
A
②
長
浜

B
 

一
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
一

〈
女
子
〉
一
判
長
以

大
成
美
知
悪
さ
ん

最
優
秀
費
に

川
町
内
少
年
主
張
大
会

九
月
十
一
日
、
松
山
市
で
県
内
の
中

学
止
代
表
に
よ
る
「
愛
校
の
上
中
将
を
ひ

ら
く
少
年
の
主
張
大
会
」
が
行
わ
れ
、

長
浜
中
学
校
三
年
の
大
成
美
加
恵

3
ん

(
白
滝
)
が
、
県
内
四
十
一
二
校
五
千
川

百
九
十
編
の
発
表
作
文
中
、
哩
ケ
什
「
附
す

に
向
か
っ
て
突
っ
走
れ
」
で
見
事
最
優

秀
賞
に
埠
き
ま
し
た
。

最優秀賞に輝いた大成さん
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寄
付
課
納

i11.l作本印刷

。
山
海
保
育
所
母
親
ク
ラ
ブ
一
山
け
と

も
子
会
長
)
:
・
布
団
箪
笥
三
悼
を
出
海

保
育
所
へ

。
山
小
川
保
育
所
出
海
と
も
し
び
母
親
ク

ラ
ブ
(
山
口
と
も
子
会
長
了
・
湯
沸
出

今
台
を
出
小
川
保
育
所
へ
こ

I'IJ席U

第
九
次
漁
業

セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
y

l'成 5年1(1)J 1 11発行

農
林
水
産
省
で
は
、
米
る
十
一
月
一

日
現
夜
で
位
九
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
貨
は
、
「
漁
業
に
問
す
る
国
勢

調
査
」
と
も
い
う
べ
さ
も
の
で
、
我
が

川
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
水

産
行
政
に
役
マ
て
る
一
弘
県
会
謝
査
で
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
員
が
漁
業
関
係
者

平成 5年10月号

を
訪
ね
て
、
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
ま
し
ー

が
、
調
貨

L
た
山
容
は
法
作
に
よ
っ
て

z

ヂ
ら
れ
て
お
打
、
外
に
漏
れ
た
り
、
課

税
の
た
め
の
資
料
な
ど
に
慌
わ
れ
ァ
竺
一

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
へ

漁
業
関
係

C
の
背
さ
ん
の
深
い
ご
理

解
L
一
ご
協
力
を
お
何
L

し
ま
す
ρ

土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査
に

ご

協

力

を

f

総
傍
庁
で
は
、
来
る
卜
円
べ
川
現

住
で
七
地
基
本
調
査
山
帯
調
査
や
一
一
λ
施

し
ま
す
。

こ
の
訓
売
は
、
同
氏
-
人
ひ
と
り
が

曲
ぜ
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
ト
一
地

山
一
昨
布
と
利
出
の
現
況
を
正
確
に
把
出

し
、
上
地
対
策
を
芙
汗
し
て
い
く
う
え

で
大
災
重
安
令
調
丘
一
仁
す

八
イ
日
で
約
六
十
万
の
川
帝
が
対
象
と

去
り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
は

ト
月
卜
句
に
調
釜
山
只
が
お
何
い
し
主
寸
。

調
レ
賞
し
た
内
円
台
は
法
律
に
基
づ
き
、
休

ド
一
漏
れ
た
り
、
統
計
以
外
引
い
的
に
伺

肘
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
士
什
ん
。

と
う
か
、
押
さ
ん
の
お
宅
に
調
十
九
日
民

が
お
向
い
し
た
と
き
は
、
ご
協
力
不
)
お

願
い
し
ま
すむ立つ

9..:土
中口

8
月
届
出
分

咋黒住
1I1 
j十J田
i 凶所

1I1 [11 

氏
十

九
ソ
ヘ
ト
山
ド

h
人

U

H

川
J

毛
乍
冊

1吋

t釘 d-:

美

j三明名

今月ト Iプは山下正明
司直美子さんの力ソブル

お
誕
生
お
め

1主

8
月
届
出
分
(
散
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄
~フ
M

長
男y__-
.ff::か

I1吋曹"

J之 41今 "

イ主

8
月
届
出
分
ヘ
紋
山
崎
一

所

氏

死

て

時

年

齢

ペ二7
1コ忠

義

ス
之
、
ゴ

へ
丘
五

(
七
九

柴長
「兵

i二 上二
局一回

戸文
仁士事

元J"主主

し

(九
O
)

(
じ
へ
)

新設の肱川あらしル、 トを

歩いて登った。/}::場かん黒田

[ Jに安uってルートに人己、年
寄りの足で約J¥.!分、殆ど 1-

りJ:Q で、 jl~ 也少上きうかった。

年寄りの冷や/}::ではあろうが、

白りつめた時は冷や /J'(が温dえ

になってルびっしょり。民主

fi(二人ると J京 1-¥"，イ火凪bうま[吹き
J友L十亡しγCi量ノ'l:'_，lc，ノ〈ち冷ノ}えにふさっ

て羽毛快であった， tlH卜に見 1'-

ろす新1rl -.つの長 i!~ )~情、肱

J 11 1[生々のjdtれの [rjjこうに;'1'iHi 
の itlS格がlitJけ、 手同IIに長浜!日

町Hλ]、 〆子 J て !l~ f-(ニノj、}一市t-JJ}也
が静かにJよ}いて見える、大

干高0) 1 を日杭のよ行〉円y力車

フデ辻より人が歩くのも見え CZ託、

う;--t--~ )きり、!位、 1I1 コらしの千三:

島行仁なれば、 恒ilUd!であろう。:

展望li'より、出 111主?の iii路:
r~ &~)の hが先ではないか、

~な }~f も聞くが一このルート

;よ[1~)J 司王:-c、h ぐ t~ i~ 1トとは1:長ら J 

2ご¥..tIo 0 桁行よ旦なム仁 Jう〉ぐ J

( )い、ハ f ングに持 J ノてこ

しミと，Uう とすれ[王 UIj<J (1)展

望台を先に造-，た)i7う{jIH: 必っ

ているとも会える U 勿論、月1

凶までのJ注目;?の拡を長繋備は必¥

安であるか、今のままでも 45ノ

j泊中:ならそれほど定り難く;よ

ない l 寺工会迫って!IIH次拡張中主
備していくの ，1" 勺ぴ〉土f策と〉

は t1 X_ましミ7う¥

広報ながはま

く
や
み

上<

't三 y兵

十 :主千1
田宮i牛 11I

ア
ィ

主
宰
江
釘
友
什
法

白丹支椋!I

砧 J支滝川

菊
十J1也

内一旦
主三
ド寸

昌
一
縮
集
遊
園
証
一
一

児
名

良
散
の
品
川
が
や
っ
て
き
ま
し
た
d

秋

レ
一
い
え
ば
、
米
や
野
菜
、
魚
介
績
が
お

い
し
い
季
節
で
す
が
、
今
年
は
、
冷
害

に
よ
る
ぷ
の
不
作
ご
、
「
戦
後
最
悲
の

ト
八
凶
作
一
と
一
パ
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
で
は
、
今
後
き
ら
に
米
の
十
産

量
に
大
幅
な
不
足
が
見
込
ま
れ
ブ
守
一
と

か
ら
、
米
の
緊
急
輸
入
を
決
定
1
J
ま
し

た
J

経
清
た
川
川
本
と
一
一
一
汁
わ
れ
る
反
面
、

食
四
国
ひ
と
つ
と
二
よ
り
、
人
ア
ヤ
、
国
際

協
ハ
バ
な
し
に
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い

討
さ
」
と
を
州
感
し
ま
す
。

き
て
、
十
月
は
丘
生
清
改
善
普
及

月
間
」
ご
す
。
口
市
川
一
の
日
本
人
の
食
事

品
、
九
川
一
心
、
海
藻
な
ど
の
氷
産
物
の
割
什

か
減
っ
て
き
て
い
ま
す
っ
快
か
ら
え
、
、
に

か
け
て
は
、
魚
の
お
い
し
い
一
本
的
で
す
ノ

成
人
病
な
と
キ
一
予
防
し
、
健
康
を
保
持
・

明
道
さ
せ
る
食
品
と
し
て
見
直
さ
れ
て

い
る
飢
介
類
仁
、
も
ー
と
親
1
J

人一戸、バ

て

は

い

か

が

で

す

か

ノ

「

い

J

訟

人口をふや Lましょう

8 Jl未明 (1ニ|前川との比較|

10.972 A 8 ;，J'，') 

ll i (1川)い211)
ト 十一一一一一

和市数 -L728世'帯ト佐沼地減な L

世
情世口人

「
l
l
l
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i
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l
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